
１～３	 特 集 		ドライバーも歩行者も	
思いやりの心で交通安全

４	 ◦   来年４/１から 
公共施設の使用料を改定

	 ◦   映画「めぐみ」上映会
	 ◦   全国一斉 秋の火災予防運動
	 ◦   令和６年能登半島地震関連情報
５	 連 載 		おでかけ日和	

ニキロニュース
	 ◦   史跡古津八幡山 弥生の丘展示館 

御朱印の押印を開始
	 ◦   にいがた２kmシェアサイクル 

11/10日 初乗り30分の利用無料
他3ページは区役所だより

「情報ひろば」は別冊で発行しています

思いやり思いやりのの心心でで交通安全交通安全
ドライバーも 歩行者も

歩行者は道路横断時の歩行者は道路横断時の
安全確認をしましょう安全確認をしましょう

ドライバーは歩行者のドライバーは歩行者の
安全を守りましょう安全を守りましょう

横断歩道が
ある道路では、
横断歩道を渡る

横断歩道の手前から
30メートル以内の
場所では追い越し禁止

横断歩道の標識や
標示に注目する

左右を確認する

信号機のない横断歩道では、
横断しようとする歩行者などが
いたら、必ず一時停止する。
歩行者などがいる可能性がある
ときは、手前で停止できるよう
減速する

手を上げるなどの
「渡るよサイン」をする

　新潟市では、交通事故の発生件数は減少していますが、歩行者が関わ
る交通事故は増加しています。事故を防ぐために、ドライバーと歩行者
それぞれが気を付けるべきことを紹介します。
問市民生活課（☎025-226-1113）

夜光反射材を
身に着ける

夜間は
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No.2826市報にいがた ｜ 令和６年11月３日 ｜ 第1・3週 日曜発行 ｜

※掲載情報は10月24日時点のものです

市の各種手続き、
催し案内などは
土・日曜、祝日も 
新潟市役所コールセンター

年中無休8：00～21：00
にいがた し  みんの   し や   く  しょ

こたえてコール  025-243- 4894
FAX 025-244-4894　Eメール 4894call@call.city.niigata.jp

FAX 025-244-4894      Eメール 4894call@call.city.niigata.jp

新潟市の人口・世帯数 
（９月末住民基本台帳人口。かっこ内は前月との比較） 
人　口／762,739人（−461）
　　　男 367,175人（−235）　女 395,564人（−226）
世帯数／351,310（＋68）

市の各種手続き、催し案内などは 土・日曜、祝日も 新潟市役所コールセンター

年中無休 8：00～21：00▷025-243-4894
にいがた みんのし し や く しょ

編集・発行／新潟市広報課　〒951-8550 新潟市中央区学校町通１番町602-1  ☎025-226-2089
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　「渡るよサイン」とは、
歩行者がドライバーに
横断する意思を明確に
伝える動作のことです。
「手を上げる」「体を向
ける」「会釈する」など
して横断する意思を
はっきりと示し、車が
止まったことを確認し
てから横断しましょう。

　高齢ドライバーの事故防止のため、「福
祉・介護・健康フェア」でタッチパネルに
よる運転能力診断や夜光反射材の配布を
実施します。
●日時　11月９日（土）10時～16時
●会場　産業振興センター（中央区鐘木）
●料金　無料

　運転免許センター相談窓口につながります。「物
忘れが多くなり、運転に不安を感じるようになっ
た」「車庫入れなどで車のあちこちをぶつけるよ
うになった」など、運転が不安な人やその家族か
らの悩みに対してアドバイスをしています。
●日時　�月～金曜８時半～17時�

※祝・休日、年末年始は除く

運転能力を検査してみませんか？ 気軽に相談してください

歩行者が気を付けること自分の命を守るために

高齢ドライバー事故防止キャンペーン高齢ドライバー事故防止キャンペーン

「渡るよサイン」をする「渡るよサイン」をする

夜光反射材はホームセンターな
どで販売されています。また、交
通安全教室やイベントなどで配
布することがあります。

　夜光反射材は車のライトの光を反射して、歩行者の存
在をドライバーに知らせることができます。夕暮れ時や
夜間は、歩行者からは車のライトがよく見えますが、ド
ライバーからは歩行者が見えにくくなります。特に暗い
色の服装は、明るい色の服装に比べて発見が遅くなります。

高齢ドライバーが気を付けること 　加齢とともに身体機能は年々変化していきます。運転能力の
低下などによって生じる危険を避け、ゆとりを持った運転を心
掛けましょう。

こんなときの運転は事故が起きやすいこんなときの運転は事故が起きやすい

⃝視界の悪いときは運転を控える

⃝�視力の低下や視野の狭まりなど
の自覚症状がなくても、定期的
に眼科で検査を受ける

夕暮れ時や
夜間、雨の日は
見えにくい

１
⃝��交通量の多い場所や時間帯の運
転は控える

⃝��運転するときは、時間にゆとり
を持ち、車間距離を十分に取る

通勤ラッシュや
登下校時間は
判断の連続

２
⃝慣れない道の運転は控える

⃝��高速道路でS
サービス

A
エリア

や P
パーキング

A
エリア

から出発す
るときは、標識や標示、看板で
進行方向を確認する

初めての道や
高速道路は
トラブルが起きやすい

３
⃝体に負担をかける運転は控える

⃝��薬が処方・増量されたときは、
運転に影響がないか医師に確認
する

長距離走行や
体調の悪いときは
運転に支障が出やすい

４

●主な夜光反射材の種類

▲タスキ ▲キーホルダー ▲�靴、かばんなど
に貼るシール

歩
行
者
が
関
わ
る
事
故
が
増
加

　

新
潟
市
内
の
交
通
事
故
発
生
件
数

は
18
年
連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
減

少
し
た
要
因
と
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
は
も
ち

ろ
ん
、
車
の
安
全
性
向
上
、
信
号
機
の

設
置
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
整
備
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
事
故
の
総
件
数
が

減
っ
て
い
る
一
方
で
、
歩
行
者
の
関
わ

る
事
故
は
、
昨
年
増
加
し
ま
し
た
。
増

加
し
た
要
因
と
し
て
は
、
昨
年
５
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
以
降
、
人
の
流

れ
が
回
復
し
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す=

グ
ラ
フ=

。

　
交
通
事
故
は
、
夕
暮
れ
時
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
夕
暮
れ
時
は
、
ド
ラ

イ
バ
ー
か
ら
は
歩
行
者
が
、
歩
行
者
か

ら
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
い
な
い
車
が
、

見
え
づ
ら
い
状
況
に
な
り
ま
す
。
車
の

ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯
し
、
お
互
い
を

見
つ
け
や
す
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
事
故
の
原
因
の
多
く
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
安
全
不
確
認
な
ど
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た

ら
運
転
に
集
中
し
、
進
路
前
方
・
左
右

を
よ
く
確
認
し
て
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

横
断
歩
道
で
の
事
故
に
気
を
付
け
よ
う

　
昨
年
の
Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
信
号
機
の
な
い
横

断
歩
道
で
歩
行
者
が
横
断
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
き
に
車
が
一
時
停
止
す
る
割

合
が
、
新
潟
県
は
23
・
２
％
と
全
国
最

下
位
で
し
た
。
こ
れ
は
全
国
平
均
の

45
・
１
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
一
時
停

止
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
義
務
で
す
。
思
い

や
り
を
持
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
行
者
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
横
断
歩
道
や
押
ボ
タ
ン

式
信
号
機
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
横

断
す
る
と
き
は
、「
渡
る
よ
サ
イ
ン
」で

周
囲
に
道
路
横
断
の
意
思
を
示
し
、
横

断
前
の
左
右
確
認
は
も
ち
ろ
ん
、
横
断

中
も
車
が
近
づ
い
て
来
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
夜
光
反
射
材
を

着
用
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分
の
存
在

を
知
ら
せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

高
齢
者
が
関
わ
る
事
故
も
多
発

　
夕
暮
れ
が
早
く
な
る
時
季
は
、
高
齢

歩
行
者
が
被
害
に
遭
う
事
故
が
増
加
し

ま
す
。
な
る
べ
く
明
る
い
う
ち
に
買
い

物
な
ど
の
外
出
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

夜
間
に
外
出
を
す
る
場
合
は
、
夜
光
反

射
材
の
着
用
や
懐
中
電
灯
を
利
用
す
る

な
ど
の
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が
加
害
者

と
な
る
交
通
事
故
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
身
体
機
能
は

変
化
し
て
く
る
の
で
、
夕
暮
れ
時
や
夜

間
、
天
候
が
悪
い
と
き
の
運
転
は
控
え

る
な
ど
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

　
昨
年
、
新
潟
市
内
で
は
交
通
死
亡
事

故
で
12
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
亡
く
な
っ
た
方
の
う
ち
、
歩
行
者

が
７
人
と
最
も
多
く
、
こ
の
う
ち
４
人

が
道
路
横
断
中
の
事
故
で
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
で

す
。車
を
運
転
す
る
の
は
人
で
す
。車
で

は
な
く
人
と
し
て
、
思
い
や
り
と
譲
り

合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
運
転
し
て
く

だ
さ
い
。

1221

令和3年

交通事故
発生件数（Ａ）

歩行者事故
発生件数（Ｂ）

令和4年 令和5年

224

1196

222 244

1191

（A）に占める
（Ｂ）の割合

18.3％
18.6％

20.5％
歩
行
者
事
故

歩
行
者
事
故
をを

防
ぐ
た
め

防
ぐ
た
め
にに

新潟県警察本部新潟県警察本部
交通部交通企画課交通部交通企画課
荒木 慎弥荒木 慎弥さんさん

ドライバーが気を付けること加害者にならないために

　歩行者が安全に道路を横断できるように、道路には標識や標示
が設置されています。
　ひし形のダイヤマークは、その先に横断歩道があることを意味
します。横断しようとする歩行者などがいたら、必ず一時停止し
ましょう。　※周囲の道路状況により、設置されない場合あり

　夕暮れ時や天気が悪いときは、交通事故が多発する傾向にあります。特に秋から
冬にかけては、日ごとに日没が早まっていきます。早めにライトを点灯して、歩行
者などを早く発見できるようにするとともに、自分の存在を周囲に知らせましょう。
　また、天気が悪く、視界不良のときは、昼間でもライトを点灯しましょう。

●ハイビームを効果的に使おう

　ライトが上向きなら、歩行者などを早めに発見でき、
事故の危険性も低くなります。

ハイビーム（上向き）
100m

ロービーム（下向き）40m

ライトを早めに点灯するライトを早めに点灯する横断歩道の標識や標示に注目する横断歩道の標識や標示に注目する

▲横断歩道や
　自転車横断帯の標識

▲ダイヤマークの標示

対向車などがいないと
きは、ハイビームで運転
するのが基本です。前方に横断歩

道あり！
歩行者などがい
る可能性がある
ときは、手前で
停止できるよう
に減速して進み
ましょう。

▲運転能力診断の様子

西区役所総務課交通安全指導員西区役所総務課交通安全指導員
筒井筒井

夜光反射材を身に着ける夜光反射材を身に着ける

自転車自転車のの危険な運転危険な運転にに新しく罰則新しく罰則がが整備されました整備されました

●運転中の「ながらスマホ」
　スマートフォンなどを手で持って、自転車に
乗りながら通話する行為、画面を注視する行為　
※停止中の操作は対象外
罰　則
違反者…６カ月以下の懲役または10万円以下の罰金
交通の危険を生じさせた場合…１年以下の懲役
または30万円以下の罰金

●酒気帯び運転およびほう助
　自転車の酒気帯び運転、自転車の提供、運転手への酒
類の提供や同乗
罰　則
違反者…３年以下の懲役または50万円以下の罰金
自転車の提供者…３年以下の懲役または50万円以下の罰金
酒類の提供者・同乗者…２年以下の懲役または30万円以
下の罰金

重大事故を防ぐために交通ルールを守りましょう。

警
察
官
に
聞
き
ま
し
た

警
察
官
に
聞
き
ま
し
た

安全運転相談ダイヤル　＃8080安全運転相談ダイヤル　＃8080安全運転相談ダイヤル　＃
シャープ

8
ハ

0
レ

8
バ

0
レ

11/１から
道路交通法改正

◀
反
射
材
な
し

◀
反
射
材
あ
り

問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください 広告掲載の申し込みは（株）新潟日報メディアネット（☎025-383-8008）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ

新潟市L
ラ イ ン

INE公式アカウント
で災害情報を入手しよう

特　集特　集
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生活再建のための支援制度は早めの申請を
　下記の支援制度は、申請などの期限が近づいています。

支援制度 期 限 問い合わせ先

被災家屋等の解体・撤去

申請期限
12月27日（金）

循環社会推進課
（☎025-226-1391）

被災ブロック塀等撤去
工事補助

建築行政課
（☎025-226-2841）

住宅再建資金の借り入れ
に対する利子補給
※ことし１月～12月に返済
した利子分

建築行政課
（☎025-226-2837）

災害ごみの無料自己搬入
搬入期限
12月31日（火）
12:00

手続きについて…廃棄
物対策課（☎025-226-
1403）
受け入れ施設について
…循環社会推進課（☎
025-226-1431）

被災者住宅応急修理
（国・県制度）

申請期限
12月31日（火）

公共建築課
（☎025-226-2880）

国民健康保険・後期高齢者
医療一部負担金の免除
介護保険利用料の免除

免除期限
12月31日（火）

国民健康保険…保険年
金課（☎025-226-1077）
後期高齢者医療…同課
（☎025-226-1081）
介護保険…介護保険課
（☎025-226-1273）

※支援制度の利用には、り災証明書が必要。各支援の対象、金額など
詳しくは新潟市ホームページに掲載

り災証明　支援制度を受けるために早めの申請を
　り災証明書の申請から交付までは、一定の日数がかかります。必要な支援
を受けるため、早めの申請をお願いします。
■問 税制課（☎025-226-1502）

申請期限を延長　被災者生活再建支援金
　住宅に大きな被害を受けた世帯に、生活再建支援金を支給しま
す。被害程度に応じて支給する基礎・市支援金と、再建方法に応
じて支給する加算支援金があります。
●申請期限　�基礎・市支援金…令和８年２月２日（月）�

加算支援金…令和９年２月１日（月）
●支給の上限額　

全壊 大規模半壊 中規模半壊 半壊

400万円 300万円 150万円 50万円

※り災証明の判定のほか、世帯構成や住宅の再建方法により支給額が異なる。詳
しくは新潟市ホームページに掲載

●申し込み　区役所被災相談窓口
■問 福祉総務課（☎025-226-1169）

被災代替家屋　固定資産税・都市計画税を減税
　同地震で被災した家屋に代わる家屋を取得した場合、取得した
家屋の固定資産税・都市計画税を減額する特例措置があります。
適用には申告書の提出が必要です。
※申告書など詳しくは新潟市ホームページに掲載
●被災家屋の要件　
市の調査で半壊以上の判定を受けた家屋のうち、取り壊しや売却などの処分
が行われたもの
●特例措置の内容　
令和11年３月31日までに取得した代替家屋に係る固定資産税・都市計画税
のうち、被災家屋の床面積相当分の税額について、取得の翌年から４年度分
を２分の１に減額
※償却資産についても、滅失または損壊し、代わるものを取得または改良し
た場合、同様の特例措置あり
■問 資産税課（☎025-226-1511）

スマート
フォンは
こちらから

スマート
フォンは
こちらから

スマート
フォンは
こちらから

No.18令和６年能登半島地震令和６年能登半島地震
関連情報関連情報

対象の例
・被災家屋を取り壊し、同じ場所または市内の別の場所に新築した
場合
・被災家屋を売却し、中古住宅や分譲マンションを購入した場合　など

拉致問題に理解を
映画「めぐみ」上映会

　北朝鮮に拉致された被害者家族の救出活
動などを描いたドキュメンタリー映画「めぐ
み―引き裂かれた家族の30年」を上映しま
す。拉致問題などの人権侵害に対する認識
を深めましょう。
●日時　12月14日（土）14時～16時
●会場　白根学習館（南区田中）
●定員　先着500人
●料金　無料

■問 防災課（☎025-226-1143）

市 政

来年４/１から
公共施設の使用料を改定

　来年４月１日から、スポーツ施設や文化施
設、高齢者福祉施設など一部の公共施設の使
用料を改定します。増額になる場合は、改定
前の使用料の1.3倍が上限です。この改定は、
施設を利用する人と利用しない人の公平性の観点か
ら、負担の適正化を図るものです。　※改定後の使
用料など、詳しくは新潟市ホームページに掲載

■問 財務課（☎025-226-2201）

市 政

スマート
フォンは
こちらから

広告掲載の申し込みは（株）新潟日報メディアネット（☎025-383-8008）へ、１枠（7.3㎝×12.1㎝）163,000円（税込、制作料別途）。掲載した広告についての問い合わせは各広告主へ

自
分
の
命
を
守
る
た
め

11/９土～15金
全国一斉 秋の火災予防運動

　冬はストーブなどの暖房器具による火災が発生しやすくなります。日頃
から防火意識を高めましょう。

ストーブ火災を防ぐポイント　
・ストーブの周りに燃えやすい物を置かない
・ストーブの近くに洗濯物を干さない
・火を付けたままでの給油は絶対にしない
・寝るときは必ず火を消す

■問 消防局予防課（☎025-288-3230）

119番通報のポイント
・「火事」か「救急」か伝える
・現場の住所や目印になる建物などを伝える
・火事や傷病者の状況を伝える
・通報者の名前と電話番号を伝える

■問 消防局指令課（☎025-288-3270）

小学生防火ポスターコンクール作品展示
■日 12月１日（日）まで　■場 アピタ新潟西（西区小新５）

防 災

消防局マスコット
キャラクター
「消太くん」

指令員の問いか
けに落ち着いて
答えてください。
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「六斎市」を紹介するマップ付きのパンフレット（新
潟県版と新潟市版）を、NPO法人新潟みなとクラブが
作成しました。新潟市版では、葛塚市と松浜市を含
め14カ所の市場が紹介されています。　※詳しくは
同クラブホームページに掲載

新潟市内の六斎市を紹介

　北区の葛塚と松浜では、六
ろく

斎
さい

市
いち

（月に６回開催）と呼ばれる市
が毎月開催されています。葛塚市は1761年（宝暦11年）から、
松浜市は1876年（明治９年）から続く、歴史ある市です。どち
らの市場も、四季を通じた旬の魚や果物・野菜などの生鮮食料
品を販売する露店が60軒ほど立ち並び、地域の台所として親
しまれています。また、衣料品や花なども買うことができま
す。個性溢れる魅力的な店が並び、作り手の顔が見える市場
で、ふれあいや散策を楽しんでください。

おでかけ日和おでかけ日和 お出かけにぴったりなお出かけにぴったりな
市内の施設を紹介します。市内の施設を紹介します。

葛塚露店市場
開催時間：８時半〜14時ごろ
開催日：毎月１日、５日、10日、15日、20日、25日
盆市：８月13日　晦日市：12月29日、31日
※１月１日は休み（翌２日開催）
駐車場：20台
松浜露店市場
開催時間：８時〜12時ごろ
開催日：毎月２日、７日、12日、17日、22日、27日
晦日市：12月30日　駐車場：なし

葛塚露店市場・松浜露店市場
（北区葛塚・松浜本町４）

■問 北区産業振興課（☎025-387-1356）

連載

▲スマート
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▲スマート
フォンは
こちらから

11
「にいがた２km」内のまちづくりやイベント情報などを発信

■問 都市政策部（☎025-226-2711）

6

稼げる事業を創出　オープンイノベーション進行中

連　載

　にいがた２
二 キ ロ

㎞と８区との連携を促進し、各区の魅力が詰まった新たなサービスを
生む取り組み「にいがた２㎞・８区連携オープンイノベーション推進事業『H

ヒ ー ト

EAT』」を
通じて生まれた事業のキックオフイベントを開催しました。

４つの事業が動き出す
　９月26日に開催された同イベントでは、「市内の酒蔵
や発酵蔵の情報を集約して発信」「eスポーツで地域活性
化」「インフルエンサーと新潟ツアー」「２km内で８区の
産品を取り扱うアンテナショップの開設」といった４つ
の事業のお披露目がありました。事業に興味を持つ他
事業者も参加し、今後さらなる連携が期待されます。

今後の動きに注目
　12月29日までの土・日曜（12月８日除く）10時～18時に、万代
シテイバスセンター２階で各区の旬な特産品などを販売するアンテ
ナショップ「ハチク★キッチン」が出店しています。

　新潟市公式ニュースサイト「ニイガタニキロニュース」内の「おでかけ
２km」コーナーで、イベント情報を紹介しています。
　毎週更新しているので、ぜひチェックしてください。

新潟市職員新潟市職員
「ニイガタニキロー」「ニイガタニキロー」

が紹介しますが紹介しますニュース
ニキロ市報

で

にいがた２kmシェアサイクル
11/10日　初乗り30分の利用無料

史跡古津八幡山　弥生の丘展示館
御朱印の押印を開始

　11月10日（日）は、同シェアサイクル
を１回のみ30分無料で利用できます。
利用にはアプリのダウンロードと会員
登録が必要です。初めて利用する人は、
事前に登録しておくとスムーズに利用できます。　※アプリ上
の料金は「30分165円」と表記されますが、請求額は無料となり
ます（請求額は翌月にメールで通知）。30分経過後は、30分ごと
に165円加算。利用方法など詳しくは同シェアサイクルホーム
ページに掲載

■問 都市交通政策課（☎025-226-2753） 

　弥生時代に関連する遺跡を巡って全国各地の御朱
印を集める企画「弥生の御朱印巡り」に、同館が加わ
りました。来館した人のうち希望する人には、同館
オリジナルの御朱印=右=を押印します。

■問 文化財センター（☎025-378-0480）

スマート
フォンは
こちらから

同日開催　バス無料デー
　11月10日は、新潟市内を運行す
るバスを１日無料で乗車できます。　
※対象路線など詳しくは新潟市ホー
ムページに掲載

史跡古津八幡山　弥生の丘展示館
開館時間 10時～17時　※月曜、祝日の翌日、
12月28日（土）～１月３日（金）休館
入館料無料（体験料が別途必要な場合あり）
場所秋葉区蒲ヶ沢
駐車場 170台
TEL 0250-21-4133

　「ポート」と呼ばれる専用の駐輪拠点で、どこで
も借りたり返したりできる、自転車シェアサービ
スです。

　「佐
さ ど

渡島の金山」の世界文化遺産登録を祝
し、170台あるシェアサイクルのうち、１
台だけを金色に塗装しました。まちなかで
見かけたら、ぜひ利用してください。

にいがた２kmシェアサイクルとは？

▶タイヤが小さく、電動アシスト付き

▶�「ポート」が45カ所あり、借りた場
所と別の場所でも返却できる

▶�スマートフォンのキャッシュレス決
済で24時間利用可能

※ 支払い方法は、アプリに登録するク
レジットカード払いとｄ払いのみ

お薦めポイント

貴重な１台！黄金シェアサイクル

文　　化
スポーツ
観　　光

　標高の高い場所にあり、敵の侵入を防ぐため
の「濠

ご う

」と呼ばれる堀に囲まれた、弥生時代の
大規模な集落の遺跡です。また、古墳時代には新潟県内最大の古
津八幡山古墳が造られました。
　これまでに、竪

た て

穴
あ な

住居や墓、土器、鉄剣、石
せ き

鏃
ぞ く

などが見つかっ
ているほか、会津盆地（福島県）に関係する土器も多く出土してお

り、日本海側と会津を結ぶ交通の要
衝だったと考えられています。
　平成17年に国の史跡に指定され
て復元整備などを行い、現在、同遺
跡は史跡公園として全面公開され、
園内を散策することができます。

円墳　直径60メートルの巨大な古墳です。復元整備された1600
年前の姿を見ることができます。
眺望　蒲原平野の王墓にふさわしく、頂上部から平野を一望する
ことができます。角田山やビッグスワン、朱鷺メッセなどのほか、
条件次第で佐渡も見えます。
タイムスリップした感覚　濠や竪穴住居などが復元されており、
弥生時代にタイムスリップした感覚を味わえます。

古津八幡山遺跡ってどんな遺跡？

見どころは？

自
転
車
運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
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用
し
ま
し
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▪問
市
民
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活
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☎
０
２
５
・
２
２
６
・
１
１
１
３
）

スマート
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くらし

＼赤い自転車が目印です！／

この機会に
シェアサイクル
でまちなかを
回遊しよう！



お知らせ
事務所・事業所、家屋敷課税 
対象者へ申告書を発送
　事務所・事業所、家屋敷課税の対
象と思われる人へ、11月11日（月）に
市・県民税の申告書を発送します。
申告書が届かない人でも、今年１月
１日現在で次のいずれかに該当する
場合は市民税課（市役所ふるまち庁
舎）で申告してください。
❶新潟市に住所があり、住んでいる
区とは別の区に事務所・事業所、家
屋敷がある
❷新潟市に住所がなく、市内に事務
所・事業所、家屋敷がある
申告期限11月25日（月）
■問同課（☎025-226-2370）
令和６年９月能登半島大雨災害 
義援金を受け付け
■日来年３月31日（月）まで
■ 日本赤十字社　募金箱設置場所市役
所本館地下売店、区役所健康福祉課、
出張所、連絡所、関屋行政サービス
コーナー、ほか　振込窓口（ゆうちょ
銀行・郵便局）口座番号「00190-８
-364938」▷口座名義「日赤令和６
年９月能登半島大雨災害義援金」　
※受領証の発行希望者は通信欄に
「受領証希望」と記載。窓口での振込
手数料は無料（ATM除く）
■問同社新潟市地区本部（福祉総務課
内☎025-226-1169）
■共同募金会　募金受付場所市共同
募金委員会（中央区八千代１、総合福
祉会館内）、同区分会（区社会福祉協
議会内）　■問同委員会（市社会福祉協
議会内☎025-243-4370）
指定難病患者の登録者証 
申請を受け付け
　同証は指定難病患者を対象とした
福祉・就労の支援を受けるときに使

用できます。　申請窓口保健管理課
（中央区紫竹山３）、区役所健康福祉
課、地域保健福祉センター
必要な物マイナンバーを確認できる書
類、指定難病にかかっていることを
証明する書類
■問保健管理課（☎025-212-8183）
山谷北・善道地区　地区計画 
変更の都市計画案を縦覧
■日11月６日～20日（水）８時半～17
時半　※土・日曜除く。11月27日
（水）まで意見書の提出可　■場都市計
画課（市役所ふるまち庁舎）、秋葉区
役所建設課　※市HPにも掲載
■問秋葉区役所建設課（☎0250-25-
5691）
マイナンバーカード出張申請会
　カードは後日郵送で交付します。
費用は無料です。　※新規申請に限
る。代理申請不可。詳しくは新潟市
同カード特設サイトに掲載
持ち物本人確認書類２点（運転免許証
や保険証など）、通知カード　※交付
申請書、住基カードがある人は持参
■日11月８日（金）・９日（土）10時～
14時半　■場DEKKY401（中央区上
近江４）　■定各日先着70人
■問市民生活課（☎025-226-1018）
福祉分野への就職希望者向け 
面接会
■日11月９日（土）13時半～15時半
■場県立テクノスクール（中央区鐙西
１）　■問高齢者支援課（☎025-226-
1295）
若年無業者（ニート）・ 
就職氷河期世代企業説明会
■日11月22日（金）13時～15時半
■場市民プラザ（NEXT21・６階）
■対15～49歳で仕事に就いていない
または求職中の人とその家族
■定先着100人　■問雇用・新潟暮らし
推進課（☎025-226-2149）

まきストーブの使用に注意
　まきストーブなどの使用による煙
や臭いが原因で、近隣住民とトラブ
ルになる場合があります。次の点に
注意し、近隣の住民に配慮して適切
に使用しましょう。
❶燃料は乾燥した無

む

垢
く

の木材を使う
❷ごみを燃やさない
❸定期的に清掃・点検を行う
■問環境対策課（☎025-226-1367）
バイオマスプラスチック製 
ごみ袋　モニターを募集
　バイオマス率が向上した燃やすご
み指定袋（20ℓ10枚）を試用するモ
ニターを募集します。
モニター期間来年１月10日～31日
■対新潟市在住の18歳以上の人
■定100人　■申11月15日（金）までに
市HPから申し込み　■問循環社会推
進課（☎025-226-1391）

元気力アップ・サポーター 
11月の登録説明会
　介護施設などでボランティア活動
を行う同サポーターの登録説明会を

市報にいがた 編集・発行／新潟市広報課  〒951-8550 新潟市中央区学校町通１番町602-1  ☎025-226-2089
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市役所コールセンター ☎025-243-4894（年中無休 ８時～21時）
FAX 025-244-4894　Eメール 4894call@call.city.niigata.jp

別
冊

開催します。活動でポイントがたま
り、翌年度最大5,000円を受け取る
ことができます。　※同サポーター
の活動内容など詳しくは市HPに掲載
■対新潟市在住で65歳以上の人
■申開催日前日までに電話で各申込先
❶豊栄地区公民館　■日14日（木）
❷石山地区公民館　■日20日（水）
❸中央区社会福祉協議会
■日28日（木）
❹曽野木地区公民館　■日14日（木）
❺秋葉区社会福祉協議会
■日19日（火）
❻南区社会福祉協議会　■日14日（木）
❼西地区公民館　■日20日（水）
❽巻ふれあい福祉センター
■日21日（木）
▶■時13時半（❸❼10時）　※各１時間
半　申込先❶❷東区社会福祉協議会
（☎025-272-7721）❸❹中央区社
会福祉協議会（☎025-210-8720）
❺ ❻秋葉区社会福祉協議会（ ☎
0250-24-8376）❼❽西区社会福祉
協議会（☎025-211-1630）◀

情報
ひろば
information

記号の みかた
＝日時、期日、期間、会期　　　＝時間　※時間は24時間表記
＝会場　　　＝集合場所　　　＝解散場所
＝対象（記載のないものはどなたでも参加可）

　＝定員（「先着」の表記がないものは、応募多数の場合抽選）
＝参加費（記載のないものは無料。講座、催し物は無料を明記）
＝申し込み（記載のないものは申し込み不要。当日直接会場へ）

HP=ホームページ
　＝ 問い合わせ（区役所●●課の場合は電話番号案内に記載の区

役所代表番号にかけてください）
＝子ども、親子向け情報　　 ＝高齢者向け情報

■日 ■時
■場 ■集 ■解
■対
■定
■￥
■申

■問

広
報
テ
レ
ビ

FM新潟 NICE TOWN にいがた 毎週土曜　7：55～　77.5MHz

BSN おはよう！新潟市です 毎週金曜　7：47～　AM 1116KHz　FM 92.7MHz

FM KENTO What's Up NIIGATA CITY 毎週月～金曜　8：25～　 76.5MHz

エフエム新津 クリック！秋葉区 毎週月～金曜　10：00～　76.1MHz

FM角田山 西蒲ぽかぽか情報 毎週月・水・木曜　12：00～　84.9MHz

広
報
ラ
ジ
オ

ウ
ェ
ブ

市報
にいがた

区役所
だより

市長
記者会見

電
話
番
号
案
内

市急患診療センター ☎025-246-1199
口腔保健福祉センター ☎025-212-8020
西蒲原地区休日夜間急患センター 　☎0256-72-5499
水道局　 0120-411-002（または☎025-266-9311）

北 区 役 所（〒950-3393）　☎025-387-1000
東 区 役 所（〒950-8709）　☎025-272-1000
中央区役所（〒951-8553）　☎025-223-1000
江南区役所（〒950-0195）　☎025-383-1000

消防局 ☎025-288-3191
火災情報テレホンガイド ☎025-285-1119
災害時の問い合わせ ☎025-226-5656
市　役　所（〒951-8550） ☎025-228-1000

秋葉区役所（〒956-8601）　☎0250-23-1000
南 区 役 所（〒950-1292）　☎025-373-1000
西 区 役 所（〒950-2097）　☎025-268-1000
西蒲区役所（〒953-8666）　☎0256-73-1000

　配偶者やパートナーなどからの暴力（DV）などで悩んでいる人は気軽に
相談してください。秘密は固く守られます。
■配偶者暴力相談支援センター
　DVの相談に専門の相談員が対応します。
●相談電話　☎025-226-1065
●受付時間　月・水曜９時～17時、
　　　　　　火・木・金曜９時～20時
■女性相談
　女性の悩みに女性相談支援員が対応します。
●場所・問い合わせ　区役所健康福祉課
●受付時間　月～金曜９時～16時

11/12～25　女性に対する暴力をなくす運動
一人で悩まず相談を

NST　八千代コースター
11/16（土）　10：25～
BSN　市報にいがた de なじラテ。
11/16（土）　13：53～
UX　知ットク！新潟　毎週土曜　11：58～
TeNY　夕方ワイド新潟一番１部
毎月第１火曜　15：48～
NCV（ケーブルテレビ）　水の都新潟市　
毎月第２・４土・日曜　９：00～　12：00～、ほか

市報にいがたは月２回(第１・３週)、本冊と別冊情報ひろばの２冊セットで発行します。 

市報にいがた 編集・発行／新潟市広報課  〒951-8550 新潟市中央区学校町通１番町602-1  ☎025-226-2089
新潟市 L

ラ イ ン
INE

公式アカウント
新潟市

ホームページ https://www.city.niigata.lg.jp/
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　はがき・往復はがき・FAX・メー
ルでの申し込みの場合は、右の「基
本事項」を記載してください。それ
以外の事項を記載する場合は、個
別の記事ごとに示しています。　
※送り先が「〒951-8550」の場合
は住所の記載不要

申し込みのときは
「基本事項」の記載を

※往復はがきは返信先も明記

はがきの場合（裏面）

基
本
事
項

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

⃝「催し名」または「講座名」

⃝�希望の回（複数回実施
する場合のみ）

⃝��参加者全員の氏名・ふ
りがな�
※代表者は氏名の前に
◎を付け、郵便番号・
住所・電話番号も記載
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ひとり親家庭・寡婦のための 
ライフプラン講座・相談会
■日11月16日（土）　■場白根地域生活
センター（南区白根）　■申11月13日
（水）までに電話で市母子福祉連合会
事務局（☎025-243-4380）
■講座「生活費の節約と教育費」「子
どもとのコミュニケーション」
■時13時～14時半
■個別相談
■時14時半～16時半
■対講座を受講した人
■定４人（１人30分）　※クリスマス
オーナメントを作りながらの交流会
を同時開催（■￥300円）
11月は「ねんきん月間」 
年金事務所による相談会
■日11月26日（火）９時半～15時半
■場イオンモール新潟亀田インター（江
南区下早通柳田１）
持ち物基礎年金番号またはマイナン
バーが分かるもの、本人確認書類（マ
イナンバーカード、運転免許証など）
■問保険年金課（☎025-226-1089）
専門家による空き家無料相談会
空き家の売買・利活用、相続、権利
関係などについての相談に対応
■日12月７日（土）９時半～16時
■場市役所ふるまち庁舎
■定先着22組（１組30分）　■申11月６
日（水）から所定の申込書を住環境政
策課（☎025-226-2813）へ　※申込
書は市HPに掲載。同課、区役所、出
張所、公民館などでも配布

講　座
ほんぽーと中央図書館の講座 

（中央区明石２）

■問同館（☎025-246-7700）
❶新潟ゆかりの文学「高橋実『雪残る
村』を読む」　■日11月９日（土）13時
半～15時　■定先着20人
❷読書会　■日11月20日（水）10時半
～12時　テーマ「冬の犬」アリステア・
マクラウド著
❸初めての起業セミナー　■日12月８
日（日）13時半～15時　■定先着30人　
■申11月９日（土）９時から電話で同館
▶■￥無料（❶500円）◀

11/23　新潟テルサ 
フィットネスセンター無料開放
　同施設フィットネスセンターを無
料で使用できます。　※詳しくは同
施設HPに掲載
■対中学生を除く15歳以上　■問同施
設（中央区鐘木☎025-281-1889）
にいがた市民文学 
入賞作品など決定
　にいがた市民文学の入賞・入選作
品が決まりました。入賞者名は市HP
に掲載しています。
■問文化政策課（☎025-226-2631）
■表彰式を開催
■日11月24日（日）14時半～15時半
■場市民プラザ（NEXT21・６階）
■作品集「にいがた市民文学」
11月24日から市内書店で販売
（■￥1,500円）。詳しくは市HPに掲載

会計年度任用職員などの募集
　現在募集中の情報は市
HPに掲載しています。

相　談
アルザにいがた相談室 

（中央区東万代町）

■問同施設（☎025-246-7713）
■こころの相談
電話相談☎025-245-0545　■日水・
日曜10時～15時半、金曜14時～19
時半　面接相談　■日火・水・木・土曜
10時～17時　※電話相談で要予約
■女性のこころとからだ専門相談
■日奇数月第２水曜14時～17時
■対女性　■定各日先着３人
■申開催日前日までに電話で同施設
■男性相談員による男性電話相談
☎025-246-7800
■日第４火曜18時半～21時　■対男性
くらしとこころの総合相談会
弁護士、保健師らが生活や仕事、心
の健康や借金などの相談に対応
■日11月15日（金）17時半～20時半
■場総合福祉会館（中央区八千代１）
■申11月14日（木）までに電話でここ
ろの健康センター（☎025-232-
5570）

市HPから 職員採用 検索

美術講座「貝殻の美術」
■日11月14日（木）14時～15時半
■場クロスパルにいがた（中央区礎町通
３）　■定先着150人　■￥無料
■問 新潟市美術館（ ☎ 025-223-
1622）
クロスパルにいがたの講座 

（中央区礎町通３）

■問同施設（☎025-224-2088）
■市民が語る人生トーク
下
しも

町
まち

の学校の物語を語る
■日11月15日（金）13時半～15時半
■定先着40人　■￥100円
■インターネット教室
■日スマートフォン基本操作…12月
11日（水）▷ネットリテラシー…12
月12日（木）　■時14時～16時
■対スマートフォンを持っている人
■定各20人　■￥ 無料　■申11月18日
（月）までに市HPから申し込み

下山スポーツセンター 
（東区下山１）　11月の講座
❶親子運動遊び　■日16日（土）10時
～同45分　■対就学前児と保護者
■定８組　■￥200円（別途要入場料）
❷産後ママのエクササイズ
■日22日（金）13時半～14時20分
■対就学前児の母親（就学前児も同伴
可）　■定12組　■￥800円
▶■申❶は11月14日（木）、❷は11月
20日（水）17時までに電話で同施設
（☎025-272-7677）◀

旧小澤家住宅の講座 
（中央区上大川前通12）

■申11月６日（水）から同施設HPで申し
込み　■問同施設（☎025-222-0300）
■庭園講習会　■日11月16日（土）13
時半～15時　■定先着10人
■￥300円（別途要入館料）
■正月飾り作り　■日12月１日（日）10
時、13時　※各２時間　■定各回先着
15人　■￥1,500円（別途要入館料）
読書会
面白かった本を紹介し、感想などを
語り合う　■日11月16日（土）14時～
16時　■場西川学習館（西蒲区曽根）　
■定先着10人　■￥無料
■問西川図書館（☎0256-88-0001）
鳥屋野潟探鳥会
■日11月24日（日）８時～10時
■場県立鳥屋野潟公園（中央区鐘木）
■定先着20人　※小学生以下は保護
者同伴　■￥無料　■申11月６日（水）
から市HPで申し込み
■問環境政策課（☎025-226-1359）
蔵の宿「菱風荘」（北区前新田） 
年賀状用ゴムはんこ作り
■日11月24日（日）10時～12時
■定先着８人　■￥900円
■申11月６日（水）10時から電話で同
施設（☎025-388-5314）
歴史博物館みなとぴあ 
講座「蒲原の自然と民俗」
■日11月24日（日）10時半～12時
■定先着80人　■￥無料　■申11月６日
（水）からメール（museum@nchm.
jp）で基本事項を同館（中央区柳島町
２☎025-225-6111）へ
糖尿病ミニ講座
運動療法や健康体操、一人暮らしの
食事の工夫について専門家が語る

■日11月24日（日）13時半～15時15
分　■場❶クロスパルにいがた（中央区
礎町通３）❷新津健康センター（秋葉
区程島）　※❷は❶の講座をオンライ
ンで視聴　■定各先着35人　■￥無料　
■申11月６日（水）から電話で健康増進
課（☎025-212-8166）
商農福連携講演「多様性から 
生まれる最強の仲間づくり」
障がい者の生きがいについてパラア
イスホッケー元日本代表上原大祐氏
が語る　■日11月26日（火）13時半～
16時　■場江南区福祉センター（江南
区泉町３）　■定先着50人　■￥ 無料　
■申11月６日（水）から市HPで申し込
み　■問江南区役所健康福祉課（☎
025-382-4396）
中之口農業体験公園の講座
■申11月６日（水）９時から電話で同公
園（西蒲区東小吉☎025-375-2505）
❶白菜キムチ作り
■日11月29日（金）９時半～12時半
❷香るクリスマスリース作り
■日12月７日（土）10時～12時
❸そば打ち体験
■日12月13日（金）９時半～12時半
▶■定各10人（❶12人）　※各先着　
■￥各1,300円（❷1,000円）◀
旧齋藤家別邸の講座 

（中央区西大畑町）

■申11月６日（水）９時半から電話で同
施設（☎025-210-8350）
❶文学講座「宮本輝『月光の東』」　
■日11月30日（土）10時半～12時
■定先着10人
❷初めての掛け軸　■日12月８日（日）
10時半～11時半　■定先着20人
▶■￥❶200円❷700円　※別途要観
覧料◀
文化財センター（西区木場） 
講演「縄文時代の生産と流通」
■日11月30日（土）13時半～15時
■定先着60人　※オンライン参加可
（■定先着100人、11月６日水曜から
市HPで申し込み）　■￥無料
■問同センター（☎025-378-0480）

こども創造センター 
（中央区清五郎）　12月の催し
　陶芸講座、ベビーマッ
サージ教室、組み木のお
もちゃ作り（■日１日日曜）
などの催しを行います。　※各定員
あり
■申11月13日（水）17時までに電話で
同センター（☎025-281-3715）　
※当選者は11月17日（日）９時から
いくとぴあ食花HPに掲載。このほか
にも催しを実施。各催しの時間、対
象、参加費など詳しくは同施設HPに
掲載
豊栄総合体育館（北区嘉山） 
12月のインドアテニス教室
■時19時半～21時半　■対中学生以上　
■定各先着10人
■申11月10日（日）12時から電話で同
館（☎025-386-7511）
❶初級　■日３日～24日（火曜全４回）
❷初級・中級　■日１日～22日（日曜
全４回）
❸中級　■日６日～27日（金曜全２回）
▶■￥各4,800円（❸2,400円）　※別

申し込みのときに記載する基本事項　「催し名」または「講座名」、希望の回（複数回実施する場合のみ)、参加者全員の氏名・ふりがな　※代表者は氏名の前に◎を付け、郵便番号・住所・
　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号も記載
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減塩でおいしい

ちょいしおレシピちょいしおレシピ

　これから寒くなる時期にピッタリ！とろ
みをつけることで薄味でもおいしく、体が
温まる一品です。

■作り方
①�サトイモ、ニンジンは皮をむき、一口大の
乱切りにする。ショウガは千切りにする。
②�絹サヤはさっと茹でて、斜め切りにする。
③�鶏肉を一口大に切り、ショウガを加えて
炒める。油は使わず、鶏皮の脂で炒める。
④�サトイモ、ニンジンを加えて炒め、Aを加

＊材料（２人分）＊
サトイモ���������������������������������������� ５個
ニンジン����������������������� 30g（１/６本）
ショウガ������������������������������������ １かけ
絹サヤ�������������������������������������������� ５枚
鶏モモ肉（皮付き）������������������� １/２枚
　　かつお節���������������������ひとつまみ

Ａ　砂糖���������������������������小さじ１/２
　　しょうゆ�������������������������大さじ１
　　水����������������������������������������100cc
片栗粉�������������������������������������������� 適量

食推さんおすすめ

⓬サトイモと鶏肉のショウガ煮
＊栄養価（１人分）＊
　エネルギー：218kcal　食塩相当量：1.3g

主菜

えて弱火で煮る。
⑤食材がやわらかくなったら、片栗粉でとろみをつける。
⑥器に盛り、絹サヤを添える。
■問健康増進課（☎025-212-8166）
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途要年会費、保険料◀
楽しく健康づくり・介護予防 

12月の総おどり体操
■￥無料　■申11月８日（金）から電話で
市役所コールセンター（☎025-243-
4894）　■問高齢者支援課（☎025-
226-1290）
■総合福祉会館
■日❶３日（火）❷24日（火）
❸巻地区公民館　■日５日（木）
❹市体育館　■日６日・20日（金）
❺新津健康センター　■日10日（火）
❻白根健康福祉センター
■日10日（火）
❼亀田市民会館　■日13日（金）
❽東区プラザ　■日17日・24日（火）
❾豊栄地区公民館　■日17日（火）
❿内野まちづくりセンター
■日19日（木）
▶■時10時（❷❻❾13時半）　※各１
時間半　■定各40人（❶❷各80人❸
❻各30人❹各日100人❺50人❼60
人）　※各先着◀
12月の応急手当講習会
心肺蘇生法、AED使用法、窒息の対
処法、ほか　■対10歳以上　■￥無料　
■申11月６日（水）から電話で市役所

■日５日（木）　■￥2,500円
❷ キッズキッチン　クリスマス
■日８日（日）　■￥4,000円
❸２色生地の総菜パン
■日18日（水）　■￥3,000円
❹おせち料理
■日20日（金）　■￥1,900円
❺ クリスマス料理
■日22日（日）　■￥3,000円
▶■対❷５～10歳❺小学生の親子◀
■園芸講座　■申11月25日（月）まで
に電話で同センター　※各１時間半
～２時間
❻バラの冬剪定
■日６日（金）　■￥500円

コールセンター（☎025-243-4894）　
■問消防局救急課（☎025-288-3260）
■救命入門（１時間半）
❶秋葉消防署　■日４日（水）10時
■普通救命（各３時間）
❷東消防署　■日４日（水）９時半
❸西消防署　■日７日（土）９時
❹南消防署　■日11日（水）９時
❺西蒲消防署　■日14日（土）９時
❻江南消防署　■日15日（日）９時
❼北消防署　■日18日（水）９時
❽中央消防署　■日21日（土）９時
■乳幼児救命（３時間）
❾救急ステーション（中央区鐘木）
■日18日（水）９時
▶■定各15人（❷12人❹❺各20人❻
❾各10人❽25人）　※各先着◀
いくとぴあ食花（中央区清五郎） 
食育・花育センター　12月の講座
■問同センター（☎025-
282-4181）　※各定員
あり。詳しくは同施設HP
に掲載
■料理教室　■時10時半　※各３時
間～４時間　■申11月20日（水）まで
に電話で同センター
❶イタリアン　クリスマス

❼プリザーブドフラワーとドライフ
ラワーで羽子板アレンジ
■日７日（土）　■￥3,200円
❽フレッシュグリーンのクリスマス
リース　■日８日（日）　■￥5,500円
❾バラの冬管理
■日９日（月）　■￥1,000円
❿シクラメンの植え替えと育て方
■日９日（月）　■￥3,600円
⓫稲わらで正月飾り作り
■日13日（金）　■￥2,500円
⓬ お正月の生け花
■日28日（土）　■￥4,000円
▶■時13時半（❻10時❾11時❿14時
⓬10時半）◀

「
虐
待
」か
も
と
思
っ
た
ら

問い合わせ・申し込みの際は電話番号のかけ間違いがないよう注意してください

　申し込みなしで参加・観覧できる催しを紹介します。
開催時間や休館日は12月31日（火）までの情報です。
※障がい者などは入館料が免除される場合あり。
詳しくは施設へ要問い合わせ

※月曜（休日の場合翌日）、11月26日（火）休館
❶企画展「水田下に沈んだ縄文遺跡」
■日来年３月23日（日）まで10時～17時　■￥無料
❷土器パズル
■日11月30日（土）まで10時～11時半　■￥無料
❸土

ど

鈴
れ い

・土笛・古代のブレスレット作り
■日11月30日（土）まで13時～15時　■￥200円
▶■対❷❸小学生以上（小学生は保護者同伴）◀

史跡古津八幡山　弥生の丘展示館
秋葉区蒲ヶ沢　☎0250-21-4133

●特別展「會津八一と大
や ま と じ

和路　入江泰
た い

𠮷
き ち

・杉本健𠮷
とともに」　■日12月８日（日）まで10時～18時　
※月曜（休日の場合翌日）休館　■￥一般600円、大
学生300円、高校生200円、小・中学生100円　
※土・日曜、祝・休日は中学生以下無料。12月１
日（日）14時から作品鑑賞会を実施

會津八一記念館
新潟日報メディアシップ５階　☎025-282-7612

●にいがた環境フェスティバル　環境活動などの
表彰式、ブース出展、人力発電ミニ新幹線、ほか　
■日11月17日（日）10時～16時
■場新潟駅ガタリウム、南口中央広場　■￥入場無料
■問環境政策課（☎025-226-1363）

●北区郷土芸能フェスティバル　神楽・盆踊りな
どの公演、神楽のお頭展示、たる太鼓体験、キッ
チンカー、ほか　■日11月24日（日）10時半～16時　
※公演は13時から
■場北区文化会館（北区東栄町１）　■￥入場無料
■問北区郷土博物館（☎025-386-1081）

●新潟大学公開授業　新潟水俣病市民講座
■日11月27日（水）14時40分～16時10分
■場同大学五十嵐キャンパス　■￥無料
■問保健衛生総務課（☎025-212-8016）

●劇団b
ブ ル ー

lueジーンズ公演「女たちのパイレーツオブ
日本海２」　■日■場■定12月15日（日）10時～11時15
分…黒埼市民会館（西区鳥原）・100人▷12月21日
（土）11時～12時15分…横越地区公民館（江南区い
ぶき野１）・80人▷12月22日（日）15時～16時15
分…豊栄地区公民館（北区東栄町１）・80人　※各先
着　■￥無料　■問アルザにいがた（☎025-246-7713）

そのほかの催し

●潟の創作展
潟の素材や題材を元にした作品を展示　■日11月16
日（土）～12月15日（日）９時～17時　※月曜休館　
■￥一般400円、小・中学・高校生200円

水の駅「ビュー福島潟」
北区前新田　☎025-387-1491

●市民呈茶　表千家同門会
■日11月10日（日）10時～16時　■￥600円
●琴・尺八体験
■日11月10日（日）10時半～15時半　■￥無料

燕喜館
中央区一番堀通町　☎025-224-6081

■時10時～11時半　■￥無料
●ガイド付きミニトレッキング
■日11月９日・16日（土）・23日（祝）
●初心者向け登山用コンパス講習
■日11月30日（土）

里山ビジターセンター
秋葉区金津　☎0250-22-6911

●のみの市
■日11月10日（日）８時～12時　■￥入場無料

天寿園
中央区清五郎　☎025-286-1717

●佐潟探鳥散歩
■日11月９日（土）・23日（祝）７時半～９時　■￥無料

佐潟水鳥・湿地センター
西区赤塚　☎025-264-3050

●紅葉ライトアップ　■日11月８日～17日の金・土・
日曜17時半～19時半　■￥200円（別途要観覧料）

旧齋藤家別邸
中央区西大畑町　☎025-210-8350

●映画「祇園囃
ば や

子
し

」鑑賞会　■日11月24日（日）13時
半～15時　■定先着100人　■￥無料

クロスパルにいがた
中央区礎町通３　☎025-224-2088

■￥一般200円、小・中学生100円　※土・日曜、祝
日は中学生以下無料
●企画展「小澤家の品々―明治期東京土産写真」
■日11月16日（土）～12月22日（日）９時半～17時　
※月曜、11月26日（火）休館
●秋の文化祭　■日11月23日（祝）９時半～17時

旧小澤家住宅
中央区上大川前通12　☎025-222-0300

●市民呈茶席　江戸千家新潟不白会
■日11月17日（日）10時～16時　■￥600円

西新潟市民会館
西区小針２　☎025-230-1071

※月曜（休日の場合翌日）、11月26日（火）休館
●企画展「水田下に沈んだ縄文遺跡」
■日来年３月23日（日）まで９時～17時　※土・日曜、
祝・休日は10時～16時　■￥無料
●土鈴・勾

ま が

玉
た ま

作り　■日11月の土・日曜、祝・休日
10時～11時、13時～14時半　※９日・30日（土）
は勾玉作りのみ　■対小学生以上（小学３年生以下は
保護者同伴）　■￥200円

文化財センター
西区木場　☎025-378-0480

■￥一般300円、高校・大学生200円、小・中学生
100円　※土・日曜、祝・休日は中学生以下無料。
火曜休館
●鉄×フォトギャラリー
■日11月18日（月）まで９時半～17時
●実物車両公開　■日11月10日・24日（日）10時～
12時、13時～15時半
●展示「鉄道と川柳と新津」
■日11月23日（祝）～12月23日（月）９時半～17時

新津鉄道資料館
秋葉区新津東町２　☎0250-24-5700

　カレンダーシェアアプリ「T
タ イ ム ツ リ ー

imeTree」で、市報にいがたや市HPなどに掲載
しているお出かけ・イベント情報を公開しています。

スマート
フォンは

こちらから

　新潟駅南口のけやき通りを約16万個の電球で彩ります。
●日時　11月15日（金）～来年１月31日（金）
　　　　17時～翌0時10分
■問観光政策課（☎025-226-2608）
■点灯式を開催
ステージイベント、キッチンカー、飲食ブース
●日時　11月15日（金）17時から　

光り輝くイルミネーションを楽しもう
NIIGATA 光のページェント



 市HPが閲覧可能なパソコン設置場所 　市政情報室（☎025-226-2425）、生涯学習センター（☎025-224-2088）、ほんぽーと中央図書館（☎025-246-7700）、豊栄図書館、
山の下図書館、亀田図書館、新津図書館、白根図書館、月潟図書館、坂井輪図書館、西川図書館、岩室図書館、潟東図書館、巻図書館　※閲覧制限あり、印刷不可

記号のみかたなどは１面参照2024年（令和６年）11月3日別冊情報ひろばNIIGATA ■市報にいがた ■04

■問総務課（☎025-226-2409）
天寿園の催し（中央区清五郎）

■申11月６日（水）10時から電話で同
施設（☎025-286-1717）
❶バラ教室
■日11月13日（水）13時半～15時半
❷定期コンサート
■日11月17日（日）13時半～15時
出演コバリアーノス、サボーレス
❸ 抱っこでダンス
■日11月19日（火）10時半～11時半
❹ 産後ママヨガ
■日11月28日（木）10時半～11時半
❺寄席
■日12月11日（水）13時半～16時
出演水

みな

都
と

家
や

艶
えんしょう

笑、ほか
▶■対❸❹生後４カ月～２歳の子と母
親　■定❶50人❷❺各150人❸❹各
20組　※各先着　■￥各500円（❶
600円❷無料❺1,000円）◀

アルビレックス新潟レディース 
親子観戦招待

■日11月17日、24日（日）
13時
■場デンカビッグスワンス
タジアム（中央区清五郎）
■対新潟市在住・在学の小・中学生の
親子　■定各日20組　■￥無料
■申11月14日（木）までに専用サイト
=右上=から申し込み
■問 スポーツ振興課（☎025-226-
2595）
亀田総合体育館（江南区茅野山３） 
膝・腰痛予防講習と健康相談会
■日11月30日（土）10時～12時
■定先着20人　■￥500円
■申11月６日（水）９時から電話で同館
（☎025-381-1222）

新津健康センター（秋葉区程島） 
体力測定会
■日12月４日（水）13時半～15時
■対60歳以上　■定先着20人　■￥無料　
■申11月10日（日）12時から電話で同
施設（☎0250-22-2940）

事業者向け
給与支払報告書 
１/15までに提出を
　令和７年度の給与支払報告書の総
括表を11月下旬に発送します。同総
括表と個人別明細書を来年１月15
日（水）までに市民税課（市役所ふるま
ち庁舎）へ提出してください。　※イ
ンターネットを利用した手続きシス
テム「e

エルタックス

LTAX」でも提出可。詳しくは
地方税共同機構HPに掲載
■問同課（☎025-226-2253）

男女共同参画についての講座
■￥無料　■問アルザにいがた（☎025-
246-7713）
■ダイバーシティについての講座
さまざまな社会問題について、多様
な人が集まり語り合う　■日12月６日
（金）18時～19時半　■場新潟ユニゾ
ンプラザ（中央区上所２）　■定15人
■申12月１日（日）までにメール（info@
nan-web.org）で基本事項を認定
NPO法人新潟NPO協会へ
■アルザd

デ

eカフェ　家族や社会の在
り方、働き方の変遷について考える
■日12月７日（土）10時～12時
■場万代市民会館（中央区東万代町）
■定30人　※保育あり（生後６カ月～
就学前児８人、要申し込み）　■申11
月25日（月）までに市HPから申し込み
史跡古津八幡山弥生の丘展示館 
カラムシコースター作り

■日12月７日（土）10時～12時
■対小学生以上　■定10人　■￥無料
■申11月22日金曜（必着）までに往復
はがきに基本事項を記載し、〒956-
0846、秋葉区蒲ヶ沢264、同館（☎
0250-21-4133）へ　※11月29日
までに抽選結果を発送
１月の 
認知症サポーター養成講座
認知症の正しい知識を学ぶ　※各１
時間半　■￥無料　■申11月６日（水）
10時から電話で各申込先　■問地域
包括ケア推進課（☎025-226-1281）
❶みどり病院　■日８日（水）10時
申込先同病院（☎080-7993-8044）
❷はあとふるあたご複合施設てらお　
■日12日（日）14時
申込先看護小規模多機能ホームてら
お（☎025-378-5851）
❸ウエルシア薬局新潟関新１丁目店　
■日14日（火）10時　申込先関屋・白新
支え合いの仕組みづくり推進員・平
田（☎090-3498-9528）
❹ウエルシア薬局新潟新津東町店
■日18日（土）10時
申込先みらいを創るおうちお片付屋
ここから（☎090-9740-5650）
❺ウエルシア薬局荻川店　■日18日
（土）13時半　申込先看護小規模多機
能ホームあきは（☎0250-47-6601）
❻ウエルシア薬局中山店
■日20日（月）14時　申込先ツクイ新潟
山木戸東（☎080-5945-8134）
❼メッツ古町薬局
■日23日（木）14時
申込先同薬局（☎070-2830-3434）
▶■定各先着５人（❶先着10人）◀

催し物
憲法のつどい　大学生による
公開模擬国会傍聴者を募集
■日11月８日（金）８時20分～９時35
分　■場山潟中学校（中央区山二ツ）　
■￥無料

市 政 参 画 コ ー ナ ー

附属機関などの会議

　次の会議の開催を予定しています。日程など詳しくは
市HPに掲載しています。
市HPから 会議の開催予定 検索

■自殺対策協議会　■日11月22日（金）
■問こころの健康センター（☎025-232-5551）
■子どもの権利推進委員会　■日11月25日（月）
■問こども政策課（☎025-226-1193）

附属機関などの委員募集

　最新の情報は市HPに掲載しています。
市HPから 委員の公募 検索

ご意見・ご提案（パブリックコメント）

　パブリックコメントの手続きは、政策形成の透明性と
公平性、市民の市政への参加機会の確保を目的に行われ
ます。今後の募集予定は市HPに掲載しています。
市HPから パブリックコメント 検索

スマートフォンは
こちらから

スマートフォンは
こちらから

スマートフォンは
こちらから

■問市民生活課（☎025-226-1113）
■にいがた被害者支援センター
　犯罪、交通事故などの被害者やその家族などを対象に、電話・面接相
談や２カ月に１回の自助グループ活動などを行っています。
●相談電話　☎025-281-7870
●日時　月～金曜10時～16時　※祝・休日、12月30日（月）～１月３日
（金）を除く。面接相談は電話で要予約
■支援を考えるイベントを開催
　犯罪被害者支援についての講演や新潟県警音楽隊によるミニコンサー
トなどを行います。
●日時　11月30日（土）13時半～16時15分
●会場　江南区文化会館（江南区茅野山３）
●定員　先着300人　　●参加費　無料
■申専用フォーム=右=で申し込み

経済的・精神的な被害を支援
　被害に遭った人などに、経済的支援や、精神的な被害に対する支援、住
居についての支援を途切れることなく提供します。
※要件や金額など詳しくは犯罪被害者等支援総合窓口（市民生活課内☎
025-226-1113）に問い合わせ
●日時　月～金曜８時半～17時半　※12月30日（月）～１月３日（金）を除く

スマート
フォンは
こちらから

11月は「被害者支援を考える月間」
犯罪・交通事故被害者に理解と支援を

マンションなど管理者向け 
EV充電器セミナー
EV（電気自動車）充電器導入の必要
性や設置方法などの講演、サービス
の紹介　■日11月17日（日）13時～
14時20分　■場ほんぽーと中央図書
館（中央区明石２）
■定先着100人　■￥無料
■問環境政策課（☎025-226-1365）
■充電事業者との相談会を開催
■日11月17日（日）14時半～15時半
■場同館　■定先着30人　■￥無料
■申11月６日（水）から電話で同課
６次産業化・農商工連携を支援 
電子商取引サイト活用セミナー
電子商取引（EC）サイトでの自社商品
の売り上げ拡大のためのポイントを

紹介
■日12月３日（火）17時半～19時半
■場農業活性化研究センター（南区東
笠巻新田）
■￥無料　■申11月19日（火）までに市
HPから申し込み
■問同センター（☎025-362-0151）
各種検診案内冊子「検診いっ得」 
広告掲載事業者を募集

発行時期来年３月下旬
発行部数約32万部
掲載枠6.5cm×9.5cmから
■申11月25日（月）までに所定の申込
書を健康増進課（☎025-212-8162）
へ　※募集要項、申込書は市HPに掲
載。検診受診者に景品を提供する企
業も募集


